
１　紙芝居を披露する
德本さん　２　德本さ
んが作った紙芝居。１
枚１枚、手書きで丁寧
に描かれている
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火
育
キ
ッ
ズ
教
室
の
取
材
で

松
前
小
学
校
に
行
っ
た
と
き
の

こ
と
。
体
育
館
に
入
場
し
た
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
手
を
向
け

て
こ
ち
ら
に
寄
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
え
…
な
…
何
」と
思
っ
て
い

る
と
、「
こ
ん
に
ち
は
」
と
言
い

な
が
ら
、
自
分
の
手
と
私
の
手

を
合
わ
せ
て
に
っ
こ
り
笑
う
子

ど
も
た
ち
―
。
言
葉
だ
け
の
あ

い
さ
つ
よ
り
も
、
距
離
が
近
く

な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

火
の
暖
か
さ
だ
け
で
な
く
、

心
の
温
か
さ
も
感
じ
た
取
材
と

な
り
ま
し
た
。                  （
久
保
）

　

今
月
号
の
取
材
で
は
、
文
化

祭
や
た
わ
わ
祭
な
ど
の
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
ぶ
機
会
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
広
報

担
当
に
な
っ
て
は
や
８
カ
月
。

取
材
に
出
掛
け
る
日
が
多
く
な

る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
日
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、

年
越
し
の
準
備
な
ど
で
慌
た
だ

し
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
が
、

災
害
に
対
す
る
備
え
も
慌
て
な

く
て
い
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら

準
備
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

      （
蔭
谷
）

行
会 No. 99

ってこーわい

　　ってこーわい

　「世のため人のために尽くした人の姿や心を、
感動的に今を生きる人たちに伝えていきたい」
　そんな思いから、町の偉人「義農作兵衛」の史
実を調べ、人間像を考察していった德本忠司さ
ん＝横田＝。その集大成として、紙芝居を完成さ
せました。「調べていく中で、作兵衛さんは両親
や米麦に対する感謝の気持ちと、働く喜びや田
を大きくしたいという希望を持っていた―。そし
て、将来の働き手である子どもたちが大好きで、
他人に対して共感的理解と連帯感を持っていた
のだと感じました。その姿や心情をできるだけ深
く描きたいと思い、紙芝居にしました」と話す德
本さん。1年以上かけて作られた紙芝居は、手書
きで温もりの感じられる絵に、効果的な音楽がか
けられるなど、多くの人が人間「作兵衛」に興味
を持ち、人柄を知ってほしいという德本さんの思
いが詰まったものとなっています。
　「義農作兵衛の心は、町の柱になっていると感
じています。紙芝居を使い、義農作兵衛を広めて
いきたい」と話す德本さん。毎日2回ずつ発声練
習を行っていると言います。この德本さんの思
いと紙芝居を通じ、自分のことよりも他人を思い
やる心は、これからも大切に多くの人へ受け継
がれていくことでしょう。
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「德本  忠司 さん」
義農作兵衛を広めたい
紙芝居を作成
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